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と
い
っ
た
周
辺
村
落
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
村
落
が
い
つ
か
ら
祭
り
に
訪
れ
て
い
た
か
不
明
な
点
も
多
い
が
、
平
成

二
三
年
に
調
査
し
た
結
果
を
以
下
に
記
す
。

(1)
長
浜
市
本
庄
（
旧
長
浜
市
）

Ｔ
氏
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）
の
話
に
よ
れ
ば
、
四
ツ
塚
か
ら
本
庄
に
婿
養
子
に

き
た
Ｏ
氏
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）
の
呼
び
か
け
で
シ
ャ
ギ
リ
を
お
こ
な
う
よ
う
に

な
っ
た
。
Ｏ
氏
は
四
ツ
塚
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
お
り
、
本
庄
に
婿
養
子
に
来
た
昭

和
三
三
、
四
年
頃
に
、
シ
ャ
ギ
リ
を
し
な
い
か
周
囲
に
呼
び
か
け
た
。
呼
び
か
け
に

よ
り
昭
和
二
年
生
ま
れ
か
ら
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
ま
で
の
六
人
が
集
ま
っ
た
。

曳
山
祭
で
は
高
砂
山
・
月
宮
殿
・
萬
歳
樓
な
ど
で
シ
ャ
ギ
リ
に
関
わ
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
曳
山
祭
へ
は
昭
和
三
三
、
四
年
か
ら
昭
和
五
〇
年
頃
ま
で
行
っ
て
い
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
引
き
受
け
方
は
、
四
ツ
塚
と
本
庄
と
が
一
緒
に
な
っ
て
二
つ
の
山
組

を
引
き
受
け
、
四
ツ
塚
と
本
庄
で
一
つ
ず
つ
分
担
す
る
。
基
本
的
に
本
庄
の
六
人

で
一
つ
の
山
組
を
引
き
受
け
る
が
、
四
ツ
塚
で
人
が
足
り
な
い
と
き
は
手
伝
う
こ

と
も
あ
っ
た
。

山
組
に
よ
っ
て
吹
く
曲
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
曲
は
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・

「
戻
り
山
」・「
起
し
太
鼓
」・「
奉
演
間
」
が
あ
っ
た
。
巡
行
中
は
「
神
楽
」
か
「
御
遣
り
」

を
演
奏
し
た
。
囃
子
方
は
亭
に
居
る
た
め
、
曳
山
の
下
に
い
る
山
組
の
人
か
ら
指

示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
曲
の
進
行
は
す
べ
て
本
庄
の
シ
ャ
ギ
リ
を
吹
く
者
で
決

め
た
。

祭
り
が
終
わ
る
と
、
次
の
年
の
出
番
山
の
人
が
、
来
年
の
シ
ャ
ギ
リ
を
頼
み
に
き

た
。
御
礼
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
て
、
ま
と
め
て
支
払
わ
れ
た
。

九
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
本
庄
の
祭
り
で
も
賑
や
か
し
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
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① 

は
じ
め
に

現
在
、
シ
ャ
ギ
リ
は
囃
子
保
存
会
に
所
属
す
る
大
人
や
子
ど
も
に
よ
っ
て
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和
四
六
年
に
、

長
浜
囃
子
保
存
会
（
以
後
囃
子
保
存
会
と
す
る
）
が
で
き
て
か
ら
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
囃
子
保
存
会
も
独
自
の
曲
を
用
い
て
い
る
山
組
（
月
宮
殿
・
猩
々
丸
・

青
海
山
・
萬
歳
樓
）
と
、
長
浜
市
四
ツ
塚
（
旧
長
浜
市
）
の
曲
を
も
と
に
作
ら
れ

た
囃
子
保
存
会
の
曲
を
用
い
て
い
る
山
組
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
囃
子
保
存
会
が
で
き
る
以
前
の
シ
ャ
ギ
リ
を
担
っ
て
い
た
人
び
と
に
つ

い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、
保
存
会
結
成
ま
で
の
経
緯
を
考
え
て
み
た
い
。

② 

周
辺
地
域
の
シ
ャ
ギ
リ
と
そ
の
担
い
手

昭
和
四
六
年
に
囃
子
保
存
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
周
辺
村
落
の
人
び
と
が

シ
ャ
ギ
リ
に
訪
れ
て
い
た
。
平
成
一
九
年
に
囃
子
保
存
会
が
ま
と
め
た
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
長
浜
市
本
庄
（
旧
長
浜
市
）
・
長
浜
市
南
田
附
（
旧
長
浜
市
）
・
長
浜

市
大
東
（
旧
長
浜
市
）
・
長
浜
市
布
勢
（
旧
長
浜
市
）
・
長
浜
市
唐
国
（
旧
虎
姫
町
）

が
曳
山
祭
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
平
成
二
三
年
に
実
施
し
た
本

調
査
で
は
さ
ら
に
、
長
浜
市
四
ツ
塚
（
旧
長
浜
市
）
や
長
浜
市
大
戌
亥
（
旧
長
浜
市
）
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余
興
と
し
て
吹
い
て
い
た
ほ
か
、
長
浜
曳
山
祭
で
は
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）
で
演

奏
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｉ
氏
や
現
在
健
在
の
メ
ン
バ
ー
は
曳
山

祭
で
演
奏
し
た
こ
と
は
な
い
。

南
田
附
で
は
今
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
前
、
当
時
の
自
治
会
長
の
Ｈ
氏
ら
三
名
を
指

導
者
と
し
て
囃
子
保
存
会
が
再
結
成
さ
れ
、
南
田
附
に
あ
っ
た
太
鼓
を
張
り
替
え
、

ハ
ッ
ピ
も
作
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
外
部
か
ら
き
た
住
民
は
少
な
く
戸
数
は
一
〇
〇

戸
ほ
ど
で
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
結
成
で
き
た
。

シ
ャ
ギ
リ
に
関
わ
っ
て
い
た
人
数
は
指
導
者
三
人
を
含
め
て
九
人
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
最
初
は
全
部
で
二
〇
人
ほ
ど
い
た
が
、
最
終
的
に
生
徒
は
六
人
に
な
っ
た
。

太
鼓
と
す
り
鉦
は
町
で
所
有
し
、
笛
は
各
自
、
竹
で
作
っ
た
。
太
鼓
が
で
き
た
の

は
Ｉ
氏
を
含
め
て
二
名
だ
け
で
あ
っ
た
。
楽
譜
は
な
く
、
口
伝
で
覚
え
た
。
指
導

者
の
横
に
並
ん
で
運
指
を
覚
え
、
押
さ
え
る
穴
を
示
し
た
図
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

曲
の
音
の
順
番
に
書
い
た
も
の
を
見
て
覚
え
た
。「
御
遺
り
」・「
神
楽
」・「
奉
演
間
（
四

段
ま
で
）
」
・
「
戻
り
山
」
・
「
出
笛
」
を
練
習
し
た
こ
と
が
あ
る
。

一
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
オ
コ
ナ
イ
の
ほ
か
、
地
蔵
盆
や
春
秋
の
祭
礼
や
正
月
に
吹

い
て
い
た
。

保
存
会
が
消
滅
し
た
の
は
平
成
九
年
頃
の
こ
と
で
、
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

(4)
長
浜
市
布
勢
（
旧
長
浜
市
）

Ｈ
Ｔ
氏
（
大
正
一
四
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
布
勢
で
は
北
野
神
社
の
祭
礼
で
奉

納
す
る
獅
子
舞
が
あ
り
、
若
い
衆
が
獅
子
舞
や
シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
し
て
い
た
。
Ｈ

Ｓ
氏
と
い
う
笛
や
太
鼓
、
鉦
の
達
者
な
人
物
が
お
り
、
そ
の
人
に
指
導
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
な
か
で
も
習
熟
し
た
人
が
長
浜
曳
山
祭
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
楽

譜
は
と
く
に
な
く
、「
ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
ウ
チ
、
ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
ウ
チ
」
と
い
っ

(2)
長
浜
市
大
東
（
旧
長
浜
市
）

Ｍ
Ｇ
氏
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）
の
話
に
よ
れ
ば
、
長
浜
市
八
幡
中
山
（
旧
長
浜
市
）

か
ら
大
東
へ
婿
養
子
に
来
て
い
た
男
性
の
兄
が
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
そ
の
男

性
を
通
じ
て
、
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の
が
シ
ャ
ギ
リ
を
始
め

た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
東
に
シ
ャ
ギ
リ
は
な
く
、
教
え
て
く
れ
る

人
も
い
な
か
っ
た
。

竹
笛
を
購
入
し
八
幡
中
山
の
師
匠
の
も
と
へ
習
い
に
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
八
幡
中

山
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
る
人
達
も
習
っ
て
い
た
。
一
緒
に
習
っ
た
の
は
、
大
正

生
ま
れ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
Ｎ
氏
と
ほ
か
数
名
で
、
週
に
一
回
程
度
習
い
に

い
っ
た
。
当
時
は
、
自
動
車
も
何
も
な
か
っ
た
頃
で
、
自
転
車
で
通
っ
た
。
中
山

で
習
っ
て
い
た
の
は
長
浜
の
シ
ャ
ギ
リ
で
、
「
戻
り
山
」
・
「
登
り
山
」
な
ど
で
あ
っ

た
が
、
譜
面
は
無
く
口
伝
で
教
え
て
も
ら
っ
た
。
笛
の
音
が
出
な
か
っ
た
者
も
お
り
、

モ
ノ
に
な
っ
た
の
は
Ｍ
Ｇ
氏
と
Ｎ
氏
の
二
名
で
あ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
Ｍ
Ｇ
氏
と
Ｎ
氏
は
長
浜
曳
山
祭
で
人
が
足
り
な
い
の
で
来
な
い
か
、

と
誘
わ
れ
本
日
に
手
伝
い
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
に
行
っ
た
の
は
月
宮
殿
（
田
町
組
）

だ
っ
た
が
、
一
度
き
り
で
あ
っ
た
。
当
時
の
年
齢
は
思
い
出
せ
な
い
が
二
〇
歳
前

後
の
独
身
の
頃
だ
っ
た
。
Ｍ
Ｅ
氏
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
曳
山
祭
へ
行
っ

た
の
は
終
戦
後
の
昭
和
三
〇
年
代
頃
で
あ
っ
た
。

当
初
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
に
興
味
が
あ
り
習
っ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
曳
山
に
上
が
る

こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
度
曳
山
へ
上
が
っ
た
後
は
、
も
う
上
が
る
こ
と

も
な
く
、
自
然
消
滅
的
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。

(3)
長
浜
市
南
田
附
（
旧
長
浜
市
）　

Ｉ
氏
（
七
五
歳
）
に
よ
れ
ば
、
父
親
（
明
治
三
六
年
生
ま
れ
）
が
南
田
附
で
シ
ャ

ギ
リ
を
し
て
い
た
。
竹
生
島
へ
の
遊
覧
船
内
や
、
長
浜
の
映
画
館
で
無
声
映
画
の
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教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
当
時
一
八
歳
の
Ｈ
Ｔ
氏
は
、
近
所
の
同
年
代
の
人

た
ち
三
人
で
練
習
に
行
き
、
そ
の
年
の
一
二
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
の
農
閑
期
の

間
、
毎
日
練
習
に
通
っ
た
。
当
時
は
最
大
で
一
〇
人
く
ら
い
が
教
え
て
も
ら
っ
て

い
た
が
、
楽
譜
は
な
く
、
先
生
の
笛
を
聞
き
、「
口
ず
さ
み
」
を
し
、
指
を
見
て
覚
え
、

わ
か
ら
な
い
場
所
は
質
問
し
、
家
で
練
習
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
何
度

か
参
加
す
る
人
は
い
て
も
、
続
く
人
は
少
な
く
、
結
局
四
、
五
人
し
か
残
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
会
を
唐
国
笛
声
会
と
称
し
た
。

長
浜
か
ら
の
依
頼
は
Ｔ
氏
に
来
て
、
笛
声
会
で
長
浜
に
行
っ
た
。
曳
山
祭
で
の
演

奏
は
昭
和
二
四
年
か
ら
で
、
鳳
凰
山
（
祝
町
組
）
に
上
が
っ
た
ほ
か
、
壽
山
、
孔

雀
山
（
神
戸
町
組
）
に
も
行
っ
た
。
Ｔ
氏
が
太
鼓
を
叩
き
、
五
人
く
ら
い
で
笛
を

吹
い
た
。
昭
和
二
四
年
以
降
、
五
年
ほ
ど
行
き
、
依
頼
が
途
絶
え
た
。

笛
声
会
は
長
浜
以
外
に
も
米
原
の
曳
山
祭
、
敦
賀
の
祭
り
、
彦
根
の
パ
レ
ー
ド
な

ど
に
呼
ば
れ
て
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
単
発
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、

夏
は
毎
日
、
笛
声
会
の
メ
ン
バ
ー
で
夕
涼
み
に
国
道
に
出
て
笛
を
吹
い
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
は
Ｔ
氏
が
亡
く
な
り
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
昭
和
末
頃
ま
で

は
、
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
機
会
も
な
く
、
笛
声
会
の
活
動
は
途
絶
え
て
い
た
が
、

平
成
に
入
っ
た
頃
に
活
動
を
再
開
し
た
。
小
学
生
を
集
め
て
、
会
館
で
教
え
た
り
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
教
え
た
り
し
た
。
当
時
の
募
集
は
男
性
に
限
っ
て

い
た
。
そ
の
頃
は
、
長
浜
市
下
八
木
の
祭
り
に
出
た
り
、
敬
老
会
で
演
奏
し
た
り

し
た
。

現
在
、
伝
承
者
は
Ｈ
Ｔ
氏
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
唐
国
の
ハ
ヤ
シ
を
伝
え

た
い
と
い
う
女
性
グ
ル
ー
プ
「
社
戯
里
，
Ｓ
」
が
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

(6)
長
浜
市
大
戌
亥
（
旧
長
浜
市
）

Ｎ
Ｆ
氏
（
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
親
（
明
治
三
六
年
生
ま
れ
）

て
吹
き
な
が
ら
覚
え
た
。

Ｈ
Ｔ
氏
は
四
〇
歳
代
の
と
き
に
曳
山
祭
へ
行
っ
て
い
た
。
自
身
は
中
断
し
な
が
ら

も
六
〇
歳
位
ま
で
行
っ
て
い
た
。

長
浜
曳
山
祭
に
行
く
き
っ
か
け
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
が
、
当
時
は
、
Ｈ
Ｓ

氏
か
ら
曳
山
祭
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
祭
り
の
時
期
に
な
る
と
「
来
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
連
絡
が
Ｈ
Ｓ
氏
に
入
り
、
皆
に
連
絡
が
入
る
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。

一
三
日
か
ら
一
五
日
に
壽
山
（
大
手
町
組
）
に
上
が
り
、
い
く
ら
か
日
当
を
も
ら
っ

た
。布

勢
か
ら
は
Ｈ
Ｓ
氏
を
含
め
四
人
ほ
ど
が
祭
り
に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
Ｈ
Ｓ

氏
は
指
導
者
的
存
在
の
た
め
直
接
曳
山
に
は
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
長
浜
曳
山

祭
で
吹
く
曲
は
、
と
く
に
曲
名
な
ど
は
知
ら
ず
、
「
こ
の
と
き
に
は
こ
の
曲
調
の
も

の
を
」
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｔ
氏
に
よ
れ
ば
獅
子
舞
の
シ
ャ
ギ
リ
と
長
浜

祭
の
シ
ャ
ギ
リ
は
曲
が
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

山
組
で
の
シ
ャ
ギ
リ
は
一
グ
ル
ー
プ
七
人
く
ら
い
必
要
で
、
大
戌
亥
の
人
と
一
緒

に
吹
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
曖
昧
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ

の
ほ
か
米
原
祭
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
行
っ
た
か
、

ま
た
ど
の
曳
山
に
行
っ
た
か
は
記
憶
に
な
い
と
い
う
。

(5)
長
浜
市
唐
国
（
旧
虎
姫
町
）

唐
国
で
は
大
正
期
に
は
、
「
ハ
ヤ
シ
」
を
演
奏
で
き
る
人
た
ち
が
い
た
が
、
そ
の

人
た
ち
が
戦
争
に
行
く
な
ど
し
て
、
昭
和
初
期
に
は
演
奏
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な

り
、
Ｈ
Ｔ
氏
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）
も
子
ど
も
の
頃
は
ハ
ヤ
シ
を
聞
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。

昭
和
二
二
年
、
当
時
四
〇
歳
前
後
と
推
測
さ
れ
る
Ｔ
氏
が
一
人
で
若
い
人
に
笛
を
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（7）
長
浜
市
四
ツ
塚
（
旧
長
浜
市
）

Ｉ
Ｓ
氏
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）
の
話
に
よ
れ
ば
、
戦
前
、
四
ツ
塚
に
は
祭
囃
子
は
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
地
に
シ
ャ
ギ
リ
を
広
め
た
の
は
Ｎ
Ｍ
氏
で
あ
っ
た
。

彼
は
大
戌
亥
で
大
工
を
し
て
お
り
、
大
工
光
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
大
戌
亥
に
住
ん

で
い
た
と
き
に
シ
ャ
ギ
リ
を
覚
え
、
四
ツ
塚
に
引
越
し
て
き
た
の
ち
に
シ
ャ
ギ
リ

を
広
め
た
。

Ｉ
Ｓ
氏
は
、
長
浜
曳
山
祭
へ
行
き
た
く
て
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
に
参
加
し
た
。
Ｉ
Ｓ

氏
が
一
九
歳
く
ら
い
の
頃
に
Ｎ
Ｍ
氏
よ
り
シ
ャ
ギ
リ
を
教
わ
っ
た
。
若
い
衆
な
ど

の
組
織
と
し
て
習
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
好
き
な
人
が
寄
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ

て
い
た
。
紙
に
「
ウ
ー
」
や
「
ヒ
ョ
ー
」
な
ど
が
書
か
れ
た
も
の
を
基
本
に
笛
の

練
習
を
し
た
が
、
楽
譜
で
は
音
の
高
低
や
長
短
、
リ
ズ
ム
、
節
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
、

歌
を
歌
い
な
が
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
覚
え
て
か
ら
笛
の

練
習
を
始
め
た
。
指
の
塞
ぎ
方
を
覚
え
て
か
ら
、
師
匠
の
太
鼓
に
合
わ
せ
て
吹
く

練
習
を
し
た
。
練
習
に
は
、
締
め
太
鼓
・
大
太
鼓
・
す
り
鉦
が
あ
っ
た
。
太
鼓
も

楽
譜
は
な
く
、
「
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
テ
ン
」
と
い
っ
て
覚
え
た
。
Ｉ
Ｓ
氏
は
師
匠
の
後

ろ
で
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
師
匠
が
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
の
を
見
て
覚
え
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
始
め
て
七
年
く
ら
い
経
っ
た
昭
和
三
一
年
か
ら
曳
山
祭
に

出
た
。
初
め
て
上
っ
た
曳
山
は
高
砂
山
（
宮
町
組
）
で
あ
っ
た
。
当
時
、
長
浜
で

は
囃
子
方
を
求
め
て
い
た
。
当
時
は
近
郊
村
落
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
人
が
来

て
お
り
、
四
ツ
塚
の
ほ
か
に
唐
国
や
米
原
の
中
多
良
と
い
う
村
落
か
ら
来
て
い
た
。

中
多
良
は
米
原
祭
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
祭
り
は
線
香
番
か
ら
加
わ
り
、
町
家
の

稽
古
場
へ
行
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
吹
い
た
。

「
戻
り
山
」・「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
出
笛
」・「
奉
演
間
」
を
し
た
が
、
「
起
し
太
鼓
」

は
し
て
い
な
か
っ
た
。「
起
し
太
鼓
」は
山
組
の
人
が
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
猩
々
丸
・

が
中
心
と
な
っ
た
シ
ャ
ギ
リ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
シ
ャ
ギ
リ
は
、
好
き
な
者

が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
一
〇
人
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

都
合
の
よ
い
五
、
六
人
で
曳
山
祭
に
行
っ
て
い
た
。
亭
は
狭
い
の
で
、
亭
に
上
が
れ

る
五
、
六
人
で
笛
・
太
鼓
・
す
り
鉦
を
し
て
い
た
。
自
転
車
が
な
い
頃
は
歩
い
て
行
っ

て
い
た
。

「
お
ひ
ゃ
ら
（
御
遣
り
）
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
・
「
出
笛
」
・
「
起
し
太
鼓
」
を
し

て
い
た
の
は
覚
え
て
お
り
、
場
面
に
よ
っ
て
演
奏
す
る
曲
は
違
っ
た
。
Ｎ
Ｆ
氏
の

父
親
は
、
笛
も
太
鼓
も
す
り
鉦
も
す
べ
て
で
き
た
。
楽
譜
は
な
く
、
年
齢
の
上
の

人
が
下
の
人
に
口
伝
え
で
教
え
る
と
い
う
伝
え
方
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｆ
氏
の
父
親
は
戦
前
に
も
曳
山
祭
に
シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
い
っ
て
い
た
。
明
治

二
〇
年
代
生
ま
れ
の
人
で
も
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
人
が
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
は

不
明
で
あ
る
。

長
浜
曳
山
祭
の
シ
ャ
ギ
リ
は
山
組
の
人
が
頼
み
に
き
た
。
Ｎ
Ｆ
氏
の
父
親
が
請
け

負
い
、
大
戌
亥
の
メ
ン
バ
ー
に
声
を
掛
け
て
人
数
を
集
め
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

大
戌
亥
は
シ
ャ
ギ
リ
で
名
が
と
お
っ
て
お
り
、
山
組
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
声
が
か

か
っ
て
曳
山
に
上
が
っ
て
い
た
。
手
間
賃
が
い
く
ら
か
も
ら
え
た
。

猩
々
丸
（
船
町
組
）
と
月
宮
殿
（
田
町
組
）
以
外
に
行
っ
て
お
り
、
孔
雀
山
・
鳳
凰
山
・

萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）・
青
海
山
（
北
町
組
）
に
行
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

九
日
の
稽
古
場
で
の
線
香
番
か
ら
一
六
日
ま
で
行
っ
て
い
た
。
起
し
太
鼓
に
も
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
一
人
か
二
人
が
行
っ
て
い
た
。

大
戌
亥
で
の
祭
り
や
オ
コ
ナ
イ
で
は
シ
ャ
ギ
リ
を
し
な
い
が
、
米
原
祭
に
も
毎
年

シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
長
浜
曳
山
祭
に
行
か
な
く
な
る
と
、
シ
ャ

ギ
リ
の
伝
統
を
守
ろ
う
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
な
り
、

シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
シ
ャ
ギ
リ
は
な
く
な
っ
た
。
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村
落
の
人
び
と
が
シ
ャ
ギ
リ
の
た
め
に
祭
り
に
参
加
し
て
い
た
。

③ 

地
元
独
自
の
ま
つ
り
へ
の
転
換
期

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
囃
子
方
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た
。
あ
る
山
組

で
は
村
落
に
シ
ャ
ギ
リ
を
頼
み
に
い
っ
て
も
、
一
度
で
は
受
け
て
く
れ
ず
、
何
度

か
交
渉
に
行
き
、
や
っ
と
祭
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
曳

山
を
降
り
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
別
の
山
組
で
は
接
待
す
る
の
が
大

変
で
あ
っ
た
。
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
ら
、
金
銭
面
な
ど
の
負
担
が
減
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
経
済
的
事
情
も
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
周
辺
地
域
で
は
、
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
長
浜
へ
シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
い
っ
た

が
、
行
か
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
山
組
の
人
が
自
分
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
シ
ャ
ギ

リ
を
担
っ
て
い
た
周
辺
地
域
の
人
び
と
の
仕
事
の
変
化
な
ど
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
農
業
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
ま
た
仕
事
の
変
化
な
ど
で
時
間
が
取
れ

な
く
な
っ
た
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手
が
多
く
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
前
・
戦
後
は
人
が
不
足
し
て
い
る
関
係
で
他
地
域
か
ら
の
応
援
も
必
要
で
あ
っ

た
が
、
山
組
の
立
場
か
ら
は
、
経
費
の
関
係
上
、
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
ほ
う

が
よ
い
時
代
に
な
っ
て
い
っ
た
。

④ 

シ
ャ
ギ
リ
保
存
会
へ
の
一
歩

戦
後
、
祭
り
の
担
い
手
不
足
か
ら
、
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
山
組
が
多
く
あ
っ

た
。
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
周
辺
地
域
か
ら
の
シ
ャ
ギ
リ
も
な
く
な
り
シ
ャ
ギ
リ

が
満
足
に
出
来
な
い
状
況
下
で
、
自
町
で
も
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
機
運
が

生
ま
れ
様
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
月
宮
殿
・
猩
々
丸
は

月
宮
殿
は
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
曲
が
違
う
の
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
い

か
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ギ
リ
の
節
が
独
特
で
四
ツ
塚
の
も
の
と
は
合
わ
な
か
っ
た
。

高
砂
山
の
ほ
か
に
、
萬
歳
樓
・
壽
山
・
青
海
山
と
い
っ
た
山
組
の
曳
山
に
も
上
が
っ

て
い
た
。

昭
和
三
一
年
以
降
は
毎
年
亭
へ
上
が
っ
て
演
奏
し
て
い
た
。
特
定
の
山
組
だ
け
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
猩
々
丸･

月
宮
殿
以
外
は
ど
こ
の
山
組
へ
も
行
っ
て
い
た
。

Ｉ
Ｓ
氏
が
シ
ャ
ギ
リ
に
関
わ
っ
て
い
た
頃
、
山
組
の
人
は
狂
言
の
方
に
関
わ
っ
て

い
た
の
で
シ
ャ
ギ
リ
を
で
き
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
依
頼
は
山
組
の
人
か
ら
Ｎ
Ｍ
氏
へ
き
て
い
た
。
Ｎ
Ｍ
氏
が
「
今
年
は

○
○
の
山
組
へ
行
く
」
と
決
め
た
と
い
う
。
山
組
の
人
は
大
戌
亥
や
四
ツ
塚
な
ど

の
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
村
落
を
知
っ
て
い
て
、
山
組
の
若
い
衆
が
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る

各
村
落
へ
頼
み
に
い
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
村
落
の
人
と
一

緒
に
亭
へ
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
山
組
へ
は
線
香
番
か
ら
山
組
の
稽
古
場
へ

行
き
、
音
あ
わ
せ
を
し
た
。
祭
り
に
出
て
い
る
間
は
食
事
や
お
酒
が
出
て
、
お
礼

も
い
く
ら
か
も
ら
え
た
。
Ｎ
Ｍ
氏
が
ま
と
め
て
も
ら
っ
て
、
分
配
し
て
い
た
と
い
う
。

Ｎ
Ｍ
氏
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
Ｉ
Ｓ
氏
の
も
と
に
直
接
依
頼
し
に
き
て
、
長
浜
曳

山
祭
へ
参
加
し
た
と
い
う
。

四
ツ
塚
の
祭
り
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
宴
会
で
頼
ま
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
ほ
か
、
夏
場
の
畑
の
夜
番
の
際
に
夜
通
し
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
米
原
祭
へ
も
シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
い
っ
て
い
た
。
米
原
祭
で

は
南
町
組
に
出
て
い
た
。
米
原
で
は
四
ツ
塚
の
ほ
か
に
中
多
良
・
大
戌
亥
・
唐
国

か
ら
も
シ
ャ
ギ
リ
を
し
に
き
て
い
た
。
米
原
で
は
、
大
戌
亥
・
唐
国
の
人
と
一
緒

に
曳
山
へ
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

以
上
、
七
地
域
を
詳
し
く
述
べ
た
が
、
こ
の
地
域
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
周
辺



長浜曳山祭と周辺村落―長浜囃子保存会以前のシャギリを中心に― | 196

孔
雀
山
は
昭
和
五
二
年
に
囃
子
保
存
会
に
加
入
し
、
楽
譜
は
保
存
会
の
も
の
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。
囃
子
保
存
会
が
で
き
て
か
ら
は
、
青
海
山
・
月
宮
殿
・
諫
皷

山
な
ど
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
に
五
～
六
人
の
大
人
が
手
伝
い
に
来
て
い
た
が
、
応
援
に

来
た
山
組
に
よ
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
が
異
な
っ
た
。

猩
々
丸
は
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
の
た
め
、
尺
八
の
先
生
を
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
演
奏
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
尺
八
の
先
生
と
は
猩
々
丸

の
Ｆ
氏
の
こ
と
で
、
青
海
山
も
囃
子
保
存
会
が
設
立
さ
れ
る
前
の
昭
和
三
八
年
頃

指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
。

猩
々
丸
の
Ｆ
氏
は
長
濱
八
幡
宮
で
教
え
て
お
り
、
四
つ
の
山
組
か
ら
一
〇
人
位
が

来
て
い
た
が
、
最
終
的
に
青
海
山
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
若
い
衆
（
現
在

六
五
～
七
〇
歳
く
ら
い
）
が
中
心
と
な
り
週
に
一
回
、
一
、
二
時
間
程
度
練
習
し
て

い
た
。
伝
統
的
な
曲
で
は
な
く
、
Ｆ
氏
が
月
宮
殿
と
猩
々
丸
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
吹

き
や
す
く
し
た
新
し
い
曲
で
、
現
在
で
も
「
豊
公
楽
」
と
「
太
平
楽
」
は
伝
承
さ

れ
て
い
る
。

様
ざ
ま
な
動
き
が
あ
る
な
か
で
、
一
番
特
徴
的
な
の
が
、
独
自
に
保
存
会
を
作
ろ

う
と
し
た
猩
々
丸
の
Ｆ
氏
の
動
き
で
あ
ろ
う
。
の
ち
の
現
在
の
囃
子
保
存
会
に
先

ん
じ
て
い
た
が
、
新
し
い
曲
を
つ
く
り
楽
譜
を
印
刷
す
る
な
ど
シ
ャ
ギ
リ
を
継
承

し
て
い
こ
う
と
い
う
力
強
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

⑤ 

シ
ャ
ギ
リ
を
通
じ
て
の
交
流

シ
ャ
ギ
リ
を
通
じ
て
、
周
辺
地
域
、
そ
し
て
山
組
と
の
交
流
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

四
ツ
塚
か
ら
本
庄
へ
婿
養
子
に
い
っ
た
人
が
本
庄
で
仲
間
を
集
め
シ
ャ
ギ
リ
を
し

た
。シ

ャ
ギ
リ
を
通
じ
て
の
地
域
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
山
組
と
の
交
流
も

戦
前
か
ら
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
と
く
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

萬
歳
樓
は
、
戦
後
当
初
は
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
近
郊
農
村
か
ら
囃

子
方
を
雇
っ
て
お
り
、
自
町
で
の
復
活
に
際
し
て
も
近
郊
農
村
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を

教
わ
っ
て
お
り
、
戦
前
の
囃
子
と
異
な
る
点
が
あ
る
と
い
う
。
布
勢
の
人
に
笛
を

習
い
、
町
内
の
人
が
譜
面
を
書
き
起
こ
し
た
と
い
う
が
、
詳
細
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
。
ま
た
月
宮
殿
の
シ
ャ
ギ
リ
の
組
織
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
萬
歳
樓

は
昭
和
二
四
年
の
祭
り
の
復
活
時
に
再
び
自
町
で
の
シ
ャ
ギ
リ
が
出
来
る
よ
う
に

尽
力
し
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
始
め
た
。

昭
和
四
〇
年
代
中
頃
か
ら
後
半
に
は
高
砂
山
・
猩
々
丸
・
諫
皷
山
・
鳳
凰
山
・
米

原
に
応
援
に
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

翁
山
で
は
保
存
会
が
で
き
る
ま
で
国
友
に
シ
ャ
ギ
リ
を
頼
ん
で
い
た
。
昭
和
三
〇

年
代
に
は
、
自
町
で
「
起
し
太
鼓
」
が
出
来
る
人
が
い
た
の
で
国
友
の
人
と
一
緒

に
し
た
。
昭
和
四
〇
年
前
後
か
ら
他
地
域
か
ら
来
る
シ
ャ
ギ
リ
の
人
手
不
足
に
苦

慮
し
た
。
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
、
国
友
か
ら
教

わ
る
人
も
い
た
。
保
存
会
が
で
き
て
か
ら
は
保
存
会
の
曲
を
伝
承
し
て
い
る
。

孔
雀
山
で
は
戦
後
、
太
鼓
が
で
き
る
大
正
生
ま
れ
の
兄
と
笛
の
で
き
る
昭
和
二
年

生
ま
れ
の
弟
の
Ｋ
兄
弟
が
い
て
シ
ャ
ギ
リ
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
孔
雀
山
は

一
町
で
山
組
を
形
成
し
て
お
り
、
戸
数
が
少
な
く
、
出
番
山
の
と
き
は
、
狂
言
の

執
行
な
ど
で
人
手
が
足
り
ず
、
自
町
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
余
裕
が
な
く
、
長
浜
市
高

月
町
雨
森
（
旧
高
月
町
）
の
人
が
曳
山
に
上
が
っ
て
い
た
と
き
も
あ
っ
た
。

Ｋ
兄
弟
が
昭
和
三
七
年
頃
、
町
内
で
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
始
め
、
そ
の
と
き
に
数
人

が
習
っ
た
と
い
う
。
Ｋ
兄
弟
が
手
書
き
で
書
き
起
し
た
、
笛
の
穴
を
押
さ
え
る
と

こ
ろ
が
図
で
書
き
表
さ
れ
た
運
指
表
や
、
口
伝
で
教
え
て
い
た
。
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
」

な
ど
と
歌
っ
て
覚
え
た
と
い
い
、
現
在
演
奏
し
て
い
る
曲
は
一
通
り
教
わ
っ
た
。
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シ
ャ
ギ
リ
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と
い
う
地
元
の
想
い
が
い
く
つ
か
の
行
動
を
起

し
、
実
を
結
ん
だ
の
が
昭
和
四
六
年
の
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
の
結
成
で
あ
ろ

う
。
保
存
会
の
結
成
は
、
祭
礼
が
周
辺
部
と
の
関
係
か
ら
地
縁
的
関
係
の
祭
り
へ

と
変
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

要
視
し
、
自
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
に
「
観
て
も
ら
う
」

祭
礼
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
周
辺
地
域
に
は
唐
国
の
よ
う
に
、
曳
山
祭
に
関
わ
っ
た
古
老
か
ら
シ
ャ
ギ

リ
を
守
り
伝
え
て
い
こ
う
と
、
活
動
を
は
じ
め
た
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
し

か
し
、
一
方
で
、
布
勢
の
よ
う
に
地
元
に
獅
子
舞
と
笛
が
あ
る
が
、
若
者
の
流
出

な
ど
の
理
由
か
ら
、
継
承
が
危
う
い
地
域
も
あ
る
。

周
辺
地
域
の
シ
ャ
ギ
リ
に
つ
い
て
は
、
い
ま
わ
か
っ
て
い
る
地
域
以
外
に
も
携

わ
っ
て
き
た
可
能
性
も
あ
り
今
後
も
引
き
続
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
頃
、
高
砂
山
の
五
、
六
人
が
四
ツ
塚
の
Ｎ
Ｍ
氏

に
笛
を
習
い
に
き
て
い
た
と
い
う
。

⑥ 

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
囃
子
保
存
会
設
立
以
前
の
様
子
を
中
心
に
述
べ
た
。
長
浜
曳
山

祭
は
地
元
の
祭
り
で
あ
る
が
、
祭
り
に
と
っ
て
重
要
な
シ
ャ
ギ
リ
は
本
庄
・
南
田

附
・
大
東
・
布
勢
・
唐
国
な
ど
の
周
辺
地
域
の
人
び
と
の
力
に
よ
っ
て
も
成
り
立
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ギ
リ
伝
承
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
網
目
の

よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。

線
香
番
・
本
日
の
演
奏
は
周
辺
地
域
の
人
び
と
が
担
っ
て
い
た
が
、
四
月
一
三

日
の
未
明
に
若
い
衆
が
笛
や
太
鼓
の
シ
ャ
ギ
リ
で
町
内
の
若
い
衆
や
中
老
な
ど
の

祭
礼
関
係
者
の
家
々
を
起
こ
し
に
ま
わ
る
起
し
太
鼓
は
、
周
辺
地
域
の
人
び
と
の

関
わ
り
も
確
認
で
き
た
が
、
基
本
的
に
は
山
組
が
中
心
に
な
っ
て
演
奏
し
て
い
た
。

ま
た
、
周
辺
地
域
で
も
独
自
の
楽
譜
を
使
用
し
、
曳
山
祭
の
囃
子
関
係
者
に
伝
承

し
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。

周
辺
地
域
の
シ
ャ
ギ
リ
を
担
っ
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
曳
山
祭
の
曳
山
に
上
が
る

こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
い
、
必
要
に
応
じ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
地
域
の
人
び
と
が
関
わ
っ
た
要
因
は
、
布
勢
の

よ
う
に
地
元
に
獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
で
笛
の
吹
け
る
者
が
い
た
り
、
地

元
祭
礼
に
お
い
て
笛
を
吹
い
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
地
域
に
伝
承
基
盤
が
あ
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

シ
ャ
ギ
リ
を
担
っ
て
い
た
周
辺
地
域
の
人
び
と
の
生
活
基
盤
が
農
業
中
心
か
ら
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
す
る
に
つ
れ
、
娯
楽
と
し
て
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
こ
と
も
少
な
く
な

り
、
曳
山
祭
へ
の
参
加
も
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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山組 戦前 戦後

月宮殿（田町組） 〔高橋・旧長浜市〕〔大戌亥・旧長浜市〕

青海山（北町組） 唐国（旧虎姫町）

八幡中山（旧長浜市）

諫皷山（御堂前組） 三川（旧虎姫町） 

明治２０年頃

国友（旧長浜市） 

昭和 29 年頃～ 40 年代

小今（旧湖北町） 

大正 14 年頃

布勢（旧長浜市）

速水（旧湖北町） 

昭和 8 年頃

〔八幡中山〕〔下の郷東・旧長浜市〕

高砂山（宮町組） 南田附（旧長浜市） 四ツ塚（旧長浜市）

本庄（旧長浜市）

大東（旧長浜市） 大東

壽山（大手町組） 布勢

〔国友〕 〔国友〕

猩々丸 〔大戌亥〕

鳳凰山（祝町組） 八幡中山 唐国 

昭和３０年前後

布勢

翁山（伊部町組） 国友 国友

常磐山（呉服町組） 四ツ塚 

昭和 28 ～ 40 年頃

孔雀山（神戸町組） 大戌亥 雨森（旧高月町） 

昭和 37 年頃

南田附

萬歳樓（瀬田町組） 大戌亥 大戌亥

南田附 本庄 

昭和 20 年代

錦織（旧びわ町）

〔布勢〕

「戦前・戦後の周辺地域と山組とのかかわり」
＊長浜囃子保存会の調査および平成 23 年の本調査より作成。
＊情報が伝承のみで、正確に確認できていないものは〔　〕書きとした。
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旧浅井町

旧虎姫町

旧長浜市

旧びわ町

旧湖北町

旧高月町

雨森

速水

小今

唐国 三川

錦織

下之郷 国友

山組範囲

旧木之本町

旧余呉町

旧西浅井町

長浜市

高砂山

萬歳樓

旧長浜市

錦織

下之郷
国友

山組範囲

八幡中山

南田附

大東

本荘

布勢

大戌亥
高橋

四ツ塚

雇いシャギリの分布（枠内は下の拡大図参照）

雇いシャギリの分布およびシャギリの伝播（旧長浜市域）矢印は伝播を示す


